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向陽台病院の理念
心を病む人の立場に立った専門的精神科
治療の提供を行う
地域への精神科医療の啓発活動を通じて
心を病む人のみならず、地域住民の心の健
康増進に貢献する
●地域の様々な資源との連携の強化を目
指します̶医療・福祉・教育・産業・地域社
会と積極的な連携が出来るように̶
●良質で安全な医療の提供を目指します
̶相手の立場に立ち、私達が安心して自分
の家族を任せられるように̶
●専門性を高め、より高度な知識・技術の
向上を目指します。̶新しい技術・知識の
習得、研鑽を心がけるように̶
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　4月から向陽台病院に入職しました、医師の城野美佳子と申します。
5年前から週１日勤務していたので、顔は知っている方も多いかとも思
いますが、改めて紹介させていただきます。
　熊本で生まれ育ち、高校卒業後は出雲神社で有名な島根県出雲市に
ある大学に進学しました。九州育ちの私には、日本海側の天気の悪さに
はうんざりしながらも、人との出会いにも恵まれ 6年間を過ごしまし
た。何とか大学を卒業した後は、以前から興味のあった精神科を専攻し、
1年目は岡山で、その後は帰熊し、県内の公立病院で研修してきました。
経験も浅く未熟なばかりですが、さまざまな患者さんとの出会いは仕事
だけでなく、人生においてかけがえのないものです。何らかの困難を抱
え、目の前に現れる患者さんに対して、私ができることの少なさを痛感
しながら、また、自分に立ち返り考えさせられる事も多く、患者さんから
教えられ、励まされる事の方がずっと多かったです。精神科医としての
専門性を発揮すべく勉強していく所存ですが、きっとこれからも共に悩
んだり、教えられたりしながらでしか、皆さんと関わっていくことはで
きないのかなとも思っています。性格はのんびり屋と思われることが多
いのですが、実際はおおざっぱで感情的、心配性です。
　最後に、入職したばかりで恐縮なのですが5月から産休をいただいて
います。産後はまた復帰しますのでどうぞよろしくお願いします。

　はじめまして。今年度 4月 1日から向陽台病院の薬局に勤務させて
いただくことになりました草場と申します。これまでは主に整形外科、
リウマチ・膠原病内科領域の薬剤を中心とした病院にて勤務していまし
た。その中で実に精神科領域の薬を飲まれている方が多いこと、また世
界産業の中でうつ病が最も経済発展に打撃を与えることを知り、精神科
領域の重要性を感じていたところ、ご縁もあり向陽台病院にお世話にな
ることになりました。
　現在、毎週水曜日の午前中に心理教育にも参加させていただいていま
す。患者さんと椅子を並べて講義を聞いたり、時には患者さん本人の体
験談なども聞いたりと、通常の病棟活動では得られない貴重な経験をさ
せていただいています。そのなかで、まだまだ勉強不足ではありますが、
患者さんやスタッフに少しでもお力添えできるような情報提供ができ
たらと考えております。
　植木町という風土になんだか懐かしさを感じている毎日です。この
地域に密着した医療を提供するためにも、しっかりがんばっていこうと
思っています。まだまだわからないことも多く、ご迷惑をおかけするこ
ともありますが、どうぞよろしくお願いいたします。
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新しい先生
紹介！

　新病棟の完成時には、１階は
急性期、２階は女性のうつ、３階
は児童思春期と、それぞれの対応
ができる病棟として始動する予定
です。現在はスタッフの補充、新プ
ログラムの立ち上げなどに部長た
ちを中心に準備を行っています。
また、今まで私たちに治療的な環
境を提供してくれた古い病棟にも
愛着はあり、現在残ってはいます
が、撤去される寂しさを感じなが

方含めて、この節目の年に、新病
棟が単なる構造物としてだけでな
く、古いものから新しいものへ、転
換を図ろうとする私たちの意識も
含めて、象徴的なものになってく
れる事を期待しています。
　新しい環境へ変わる事への期
待と不安を抱きながら…。

（理事長・院長　横田周三）

新病棟建設
当院は今年の９月15日で開設45周年を迎え、北病棟（昭和
年代の建物）の老朽化もあり、今秋の完成を目指して、昨年
から３階建ての新病棟建築を行っています。

向陽台病院創立 45周年記念

らも少しずつお別れを、自分の中
で進めていっている状態です。
　昨今、７万２千床の削減が言わ
れている時代の中で、入院治療
は以前のような長期間ではなく
短期間で行い、回復した際に家
庭・地域・職場などへ戻るスピード
が早まってきている現状です。さ
らに安全管理も強く念頭に置き、
当院が 45年間の中で、やり遂げ
てきた事、成し得なかった事、両
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　はじめまして。今年の4月から向陽台病院に勤務させていただくこと
になりました、田仲美緒（たなかみお）と申します。
  平成 18年 4月から今年の3月までは、非常勤医師として週1回勤務
させていただいていましたので、厳密に言うと「はじめまして」ではあ
りません。また、私の名前を「今井」と覚えてくださっている方もいらっ
しゃると思いますが、昨年12月に結婚し、姓が田仲となりましたので、
覚えていただけると嬉しいです。
　初期研修を終え、精神科に携わるようになり、向陽台病院にも週1回
勤務させていただくようになりました。そして、集団精神療法やデイケ
アが盛んに行われており、それぞれの職種の方々が専門性を持ちなが
ら、他職種間の連携も密にとられていることに強い感銘を受け、今年の
4月から就職いたしました。
　今後も、向陽台病院の理念である地域に根ざした医療を充実させ、関
係機関との連携を深めて、地域の皆様に貢献していきたいと思っており
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

診療部（医師）
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春季城北大会開催

　4月16日、山鹿市民スポーツセ
ンターで、春季城北大会が開催
されました。この大会は、向陽台
病院、菊池有働病院、山鹿回生
病院の3病院が交替で開催してい
ます。当院からの参加者は24名
で、3病院合計すると100名近く
の方が競技を楽しむこととなりま
した。
　この日は朝から雨が降ってい
たため、グランドゴルフは中止とな
り、それに代わって体育館でビー
チバレーを行うこととなりました。
室内での競技であることを残念
に思う参加者もいらっしゃいまし
たが、いざ競技が始まると夢中に
なられていました。即興で作った
チームでしたので、試合では、な
かなか息が合わず、連携プレイ
を繰り出せずにいらっしゃいまし
た。しかし、徐々にチームワークが
確立され、息のあった連携プレイ
が次 と々繰り出されるようになり、
表情にも笑顔が多く見られるよう
になりました。見学で参加された
方々も、徐々に応援に熱が入って
こられ、最後の方には一丸となっ
て応援されていました。

　昼食は、ブルーシートの上
に腰をおろし、栄養課が用
意したお弁当を皆さん和気
あいあいと召し上がってい
らっしゃいました。いつもと
違った場所で、いつもと違う
メンバーと、いつもと違う食事
をとることが良い刺激となり、皆さ
んの表情には、笑顔がこぼれてい
ました。
　今回の城北大会をとおして、仲
間と一つの競技に一致団結して取
り組むことを楽しんでいただけた
のではないかと思います。
（リハビリテーション部　水田 秀樹）

お茶摘み

　当院の茶畑で、３年前からデイ
ケアと地域生活支援センター「な
でしこ」との合同企画で茶摘みを
行っています。今年は、立春から
数えて88日目のちょうど5月2日
に茶摘みを行いました。前日が雨
だったため「明日はあるのかな？」
と心配する声も聞かれていまし
たが、当日は晴天に恵まれ、少し
汗ばむくらいの気候でした。なで
しこ利用者と一緒にデイケアメン
バー、職員など、たくさんの参加
者が集まりました。毎年参加して
いる人から今年初めて参加する
人、年齢も10代から60代までと
幅広いメンバーが参加しました。
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地域連携 院内や地域で開催された行事を紹介するコーナーです。

　畑へ行くと青 と々茂った茶畑が
広がっていて、日差しは強かった
のですが爽やかな気分になりま
した。近くに行ってみると「わ～ま
だ葉が小さいたい」「今年は急に
寒くなったり暑くなったりして新
芽がうまく育たんだったかな～」
というメンバーの声が聞かれてい
ましたが、その中から柔らかくて
小さい新芽を丁寧に摘んでいきま
した。経験のあるメンバーに「こ
れが新芽だよ」「だいたい３枚ず
つ摘んでいくといいよ」などと教
えてもらいながら、経験のない若
いメンバーも安心して一緒に作業
に取り組めていました。私も初め
て参加した時にはメンバーから教
えていただきました。和気あいあ
いとした雰囲気で、こんな時は時
間が経つのも早く、あっという間
に作業が終わりました。「暑かっ
た～」「疲れた～」という声があ
ちらこちらから聞こえていました
が、メンバーの顔には笑顔が見ら
れていました。最後に、なでしこ
で用意したお汁粉をいただきまし
た。とてもおいしかったです。
（リハビリテーション部　江口 紗代）



地域活動支援センターの主な活動

伝統文化に触れ日本の歴史を学び、活動を通して集中力を高
めたり、完成の喜びを知ったりします。

活　動

肥後狂句・絵画・書道

パソコン教室
勝手にパソコン

料理教室
かんたんクック

マナーアップ

スポーツ

パソコンの操作方法を学び、パソコンの技術を取得します。
自由にパソコンを操作する事によってパソコンの楽しさを
知ってもらいます。

あいさつや会話方法、対人関係の接し方を学び、日常生活の
生活技能のスキルアップを図ります。

体を動かし、卓球やヨガを通して健康の増進を図ります。

料理の準備から片付けの一連の流れを体験することで協調
性や社会生活の向上を図ります。

内　容

　障がいを持っていても地域
で安心して生活ができるように
相談の場所、憩いの場所として、
『地域生活支援センターなでし
こ』は2003年に開所しました。
　障害者自立支援法が施行さ
れ、2006年10月からは山鹿市
と植木町の委託を受けて『地
域活動支援センター』と『指定
相談支援事業』の2つの事業を
行うことになりました。新しい事
業を行うにあたって多少の混乱
はありましたが、開設当初から
続いている料理教室や地域行
事への参加、季節に応じたイベ
ントを継続しながら、今まで以
上に地域で生活する障がい者
の方への支援に力を入れていま
す。2008年4月には新しい建物
が完成し、広い活動室と相談室

によってより一層の支援を
行いたいと思っています。

地域活動支援センター

　地域活動支援センターでは、日
中活動の場所としてさまざまな活
動を行っています。みんなで楽し
く作る料理教室や、肥後狂句は
植木町の広報誌に掲載してもらえ
る事を励みにがんばっています。
季節に応じた活動も計画して、そ
うめん流しや餅つきも行っていま
す。地域交流ではお祭りに出店
や、清掃活動への参加、民生委
員さんとの交流会も企画していま
す。活動の内容は利用者さんと一
緒に考えて行っていますので、皆
さんの参加をお待ちしています。
　「今日は何もする事がないけど
“なでしこ”で過ごしてみよう」と
いうセンターを目指しています。
憩いの場所としても機能していま

すので、利用者さんや職員と話し
て、ゆっくり過ごしたいという利用
の仕方でも可能です。

指定相談支援事業

　障がいのある方が地域で生活
をしていくために必要な事を一緒
に考え、サービスの利用などのお
手伝いを行います。福祉サービス
の窓口は、申請の方法など分から
ない事についての相談を受け付
けています。
　出張相談では障がいの種別に
関わらず相談対応ができるよう
に、身体障がい、知的障がい、精
神障がいの相談員3名が各市町
で相談を受け付けています。
　お気軽にご相談ください。
（地域生活支援センター

須藤 史朗）
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2008 年 4月から「なでしこ」の建物が新しくなりました。

 地域生活支援センター
「なでしこ」リニューアル！



向陽台病院ではさまざまな情報を発信しています

今回から新しくメンバーに加わり、広

報誌作りに携わることになりました。

言われるがまま慣れない作業に取り組

み、全ての工程に不安を抱えて臨みましたが、今後も皆様に親

しんでもらえるような広報誌作りを行っていきたいと思いま

すので、どうぞよろしくお願いします。（須藤 晶子） 

　平成 20年 4月 26日、平成 20年度向陽台そよ風
家族会総会を新デイケア棟で開催しました。当日は
24名の方が参加され、初めて参加されたご家族も数
名いらっしゃいました。
　家族会の古田会長と森事務部長のあいさつに始
まり、総会では昨年度の活動報告・会計報告があり
ました。総会後には、ご家族対象に行った家族会に
ついてのアンケート結果を参考に、平成 20年度の
活動内容について話し合い、講演会の依頼や会のあ
り方について、さまざまな意見が飛び交い活発な会
となりました。
　その他に、家族としての対応の仕方やタイミング
について他の家族の意見を聞きたいとのことで意
見交換されたり、参加して間もないご家族からは、
「色々な情報を家族会以外でどのような所で知り得
ているのか」という質問があり、それ対して長年家族
会に参加されている方から、「県の家族会大会に参
加するとさまざまな情報が得られる」といった、アド
バイスされる場面もみられました。
　今回の集いでは、あえて病院スタッフが少人数参
加するという形式をとりましたが、より親密にご家
族同士が意見を交わされる場面が多かったように
感じます。
　最後に家族会新役員の選出も行われ、今回の家族
会で出されたご意見やご要望を基に、新役員の方々
を中心に今年度の家族会例会を決定していく予定
です。家族会では、少しでもご家族の不安や疑問の
支えになればと活動しています。見学も歓迎してい
ますので、まだ参加されたことがないご家族でも気
軽に参加することができます。ご参加をお待ちして
います。

（リハビリテーション部　大山 満子）

■次回の家族会：（内容は未定）

平成20年7月26日（土）

10：00～12：00
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　はじめまして。4月１日から向陽台病院
で勤務させていただいています、管理栄養
士の田中と申します。まだまだ不慣れで周
りの方々に迷惑をかけながらやっています
が、「１歩ずつ前進あるのみ！」でがんばって
いこうと思っています。皆さまよろしくお願
いいたします。

　今回のテーマは、これから特に注意が必要な食中毒についてです。
食中毒は夏場に多発します。気温の上昇とともに５月ごろから増加し
はじめ、７月から９月にピークとなります。（最近は、住宅事情の改善に
より、年間を通じて発生しているようです）
　食中毒予防の三原則は、食中毒菌を「つけない、増やさない、殺す」で
す。このことを念頭において、予防につとめましょう。
①食事の前には必ず手を洗い、清潔なタオルで拭きましょう。
②箸やコップ、ペットボトルは、清潔にしましょう。
③食事を作るときは、充分に加熱しましょう。
④食品を常温で長く放置しておくと、細菌繁殖の危険があるので、食事は
作ってから１時間以内に食べるようにしましょう。

（栄養課　田中 和代）

病院建物内 全面禁煙のお知らせ
当院は、今年で創立45周年を迎え、関係す
るすべての人がより健康で生活できるよう
にとの願いをこめて、平成20年9月1日から
病院建物内禁煙を行います。

　禁煙委員会



　発達障がいとは、単なる知的
な発達の遅れとは異なる、発達
に偏りのある病気で、自閉症や高
機能自閉症・アスペルガー障が
いなどを言います。さまざまな呼
び方があったり、発達の問題が
わずかだったり部分的だったりす
るため、周囲からの理解が得にく
いことがこの病気の難しさといえ
ます。これらを総称する時に自閉
症スペクトラムという考え方があ
ります。“スペクトラム”つまり、虹
のように境界線が曖昧で、態度
が連続して明確な線引きが出来
ない事からこのように表現されま
す。しかし、多様さはありながらも
根本的な特徴は共通していると
考えられ、「三つ組（①社会性の
障害、②コミュニケーションの質
的障害、③イマジネーションの障
害）」と呼ばれる概念にまとめら
れます。特徴の現れ方に個人差は
あっても、子どもの伸ばし方の原
則は共通です。今回から３回連続
で「三つ組」について一つずつお
話しします。

　さて、今回は①の社会性の障
害についてお話します。社会性と
は、対人関係、つまり人との付き
合い方のことを意味します。例え
ば自閉症というと、自分の殻にこ
もったり、人と付き合うのを嫌っ
たりするように思うかもしれませ
んが、実際は見知らぬ人に突拍
子もなく声をかけたりすることも
あります。乳幼児期には、人見知
りがなく、誰に抱かれても平気
だったり、後追いがなかったり、
そうかと思えば家族にもなかなか
なつかず、世話をされることを嫌
う子もいます。人との付き合いに
おいて、相手との関係（間柄）を
理解し、それに適した距離や行
動をとることが苦手です。時には
仲良くしたいという気持ちがあっ
ても、かかわり方が一方的だった
り、やり方が分からず、仲間作り
が難しい場合もあります。
　また、発達障がい児（者）は、
言葉以外の情報を集めたり、読
み取ったりすることも苦手です。
視線が合わないため、他者と物
事を共有することが難しいようで
す。相手の気持ちや考えを察し、
場の雰囲気に合わせる事ができ
ないために、他の人から誤解され
たりします。

　当院では、年齢や特徴に応じ
て、博士クラブやスピーチ訓練グ
ループという名称で、話し方や日
常生活での振る舞いの練習をす
るグループ活動を行っています。
ご本人の訓練や、保護者同士の
話し合いの場を設けています。周
囲には問題と映ることでも、本人
にとっては普通のことです。本人
の世界を理解すると周囲も本人
も生活しやすくなります。訓練で
は、場の雰囲気を読む具体的な
視点や注意点を覚えたり、スタッ
フが手本を示した後で、真似して
体験します。その成功体験は、集
団に参加しようという意欲に繋が
ると同時に、信頼関係や愛着関
係をつくったり、自己肯定感を高
める経験にもなります。
　気になる事があれば、地域連
携室（電話：096-272-5250）ま
でご連絡ください。
（リハビリテーション部　井本 香織）
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発達障がい児（者）への　
手立てとかかわり（三つ組①）
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医療法人横田会 向陽台病院

外来担当医一覧表

日本精神神経学会専門医研修指定病院　日本精神科病院協会認定専門医研修病院
2005年から日本医療機能評価機構の認定を受けています

※下記担当医は変更する場合もございます
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● 診療科目 精神科・心療内科
● 特殊外来 水曜日午後：物忘れ外来
  金曜日午後：児童思春期（発達障害）外来 
● 病床数　220床
● 外来診療時間　
 月～金曜日 午前9時40分～12時 00分
  午後 2時 30分～ 5時 00分
● 土曜日 午前9時40分～12時 00分

祝日は平常通り診療しています

新患は予約制です。予約受付：096-272-5250
＜平日：午後4時まで／土曜日：午前11時まで＞

松岡

大石
週替わり
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